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京
都
府
の
中
央
部
、
丹
波
高
原
の
由ゆ

良ら

川
上
流
部
に
位
置
す
る

京
丹
波
町
は
、
標
高
４
０
０
〜
９
０
０
メ
ー
ト
ル
の
緑
深
き
山
々

に
囲
ま
れ
た
町
で
す
。
古
く
か
ら
、
都
と
丹
後
・
山
陰
地
方
を
結

ぶ
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、
木
材
を
は
じ
め
ク
リ
や
キ
ノ
コ
類

な
ど
の
特
用
林
産
物
が
さ
か
ん
に
生
産
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

肥えた土壌と昼夜の気温の差が
大きいという気候に恵まれて、
ほかの地方の黒大豆に比べて大
粒でコクがあります。
古い都々逸にも「丹波の丹波黒
は色は黒でも味が良い」とうた
われ、古くからその美味しさが
全国に浸透していました。

　

京
丹
波
町
と
い
え
ば
黒
豆
、栗
、ま
つ
た
け
と

い
っ
た
食
材
の
産
地
と
し
て
有
名
で
す
。

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
発
生
す
る
「
丹
波
霧
」

に
代
表
さ
れ
る
丹
波
高
原
独
特
の
気
候
と
風
土

を
活
か
し
た
農
業
が
盛
ん
で
、と
り
わ
け
、「
新

丹
波
黒
」「
大
納
言
小
豆
」「
丹
波
く
り
」「
紫
ず
き

ん
（
黒
大
豆
の
枝
豆
）」「
京
か
ん
ざ
し
（
早
取

り
金
時
に
ん
じ
ん
）」な
ど
は
、丹
波
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
全
国
に
名
を
馳
せ
、多
く
の
人
々
を
魅

京丹波町の特産品（一例）

丹波黒大豆から生まれた枝豆。
豆の薄皮が薄紫色をしているこ
とや、豆の形が頭巾のようであ
ることから名づけられました。
丹波地方の農家では、「祭りのえ
だまめ」として、昔から親しまれ
てきました。粒が大きく、コクと
甘みがあるのが特徴です。

丹波くりは、京の伝統野菜以上
ともいえる歴史をもつ京都の秋
を代表する味覚。丹波の栗は古
くから献上物として都に運ばれ
るとともに、江戸時代には年貢
米の代わりとしても上納されて
いました。それゆえに、生産者
の研究心も強く、時代時代に品
種の選定や熱心な栽培技術の改
良が成されてきました。

了
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、ま
ち
の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
こ

れ
ら
の
「
食
」を
支
え
る
源
と
し
て
森
林
を
位

置
づ
け
、森
林
の
保
全
は
も
と
よ
り
資
源
を
活

用
す
る
と
と
も
に
、次
代
を
受
け
継
い
で
く
れ

る
子
ど
も
た
ち
が
学
び
や
体
験
を
通
じ
、自
信

や
誇
り
を
醸
成
し
て
く
れ
る
よ
う
、環
境
教
育

（
木
育
）や
農
村
文
化
の
伝
承
を
目
的
と
し
た
実

践
的
な
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

京都府

京丹波町
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「
食
」の
京
丹
波 

〜「
食
」の
源
と
し
て
の
森
〜

新丹波黒

丹波くり

紫ずきん

1

「丹波霧」の発生

和知全景

〔京丹波町〕
面 積	 30,309ha
森林面積	 25,042ha
森 林 率	 83%



　

本
町
は
、
町
面
積
の
約
８
割
が
森
林
で
す
。

森
林
面
積
の
99
％
が
公
有
林
と
私
有
林
を
合
わ

せ
た
民
有
林
で
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
林
が
４
割
、

マ
ツ
林
が
２
割
、
広
葉
樹
林
が
４
割
と
な
っ
て

い
ま
す
。
豊
か
な
森
林
資
源
は
、
昔
か
ら
薪
や

炭
、
ク
リ
や
キ
ノ
コ
な
ど
の
山
の
恵
み
を
も
た

ら
し
、
町
民
の
暮
ら
し
や
地
域
経
済
を
支
え
て

き
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
に
策
定
し
た
「
京
丹
波
町
創
生
戦

略
」（
以
下
、
創
生
戦
略
と
い
う
。）
で
は
、
基

本
理
念
「
日
本
の
ふ
る
さ
と
。
自
給
自
足
的
循

環
社
会
●
京
丹
波
」
の
元
で
、「
森
林
」
を
「
食
」

「
子
育
て
力
」「
地
元
力
」
と
な
ら
ぶ
本
町
の
強

み
と
捉
え
、
こ
れ
ら
の
強
み
を
最
大
限
に
活
か

し
て
、「
資
源
の
循
環
」「
暮
ら
し
の
循
環
」「
経

済
の
循
環
」「
人
材
の
循
環
」
を
目
指
す
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
自
給
自
足
的
循
環
社
会
」
を
構

築
す
る
た
め
、
森
林
資
源
等
の
バ
イ
オ
マ
ス
の

面
か
ら
の
具
体
的
な
事
業
展
開
を
示
す
「
京

丹
波
町
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想
」（
以
下
、

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想
と
い
う
）
を
作
成

し
ま
し
た
（
現
在
、
国
の
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都

市
の
選
定
に
向
け
て
申
請
中
）。

　

創
生
戦
略
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地

域
を
支
え
て
き
た
林
業
・
木
材
産
業
の
再
興
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
本
町
で
は
、
低
コ

ス
ト
で
効
率
的
な
施
業
に
よ
り
生
産
性
を
上
げ

る
と
と
も
に
、
製
材
等
と
し
て
の
利
用
に
加
え

て
伐
採
作
業
時
に
発
生
す
る
林
地
残
材
も
含
め

て
、
新
た
な
マ
テ
リ
ア
ル
利
用
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
内
で
資

源
と
経
済
が
循
環
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
、
新

し
い
産
業
や
雇
用
の
創
出
を
図
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都

市
構
想
で
は
、

①	

町
内
産
材
の
活
用
（
建
材
、
家
具
な
ど
の
需

要
の
喚
起
）
に
よ
っ
て
、

②	

林
業
生
産
力
の
向
上（
効
率
的
な
木
材
生
産
）

を
図
り
、

③
林
地
残
材
の
活
用
（
農
業
や
畜
産
で
の
お
が

粉
利
用
や
、
木
質
ボ
イ
ラ
ー
の
普
及
等
）

を
総
合
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
根
元
か

ら
梢
端
ま
で
、余
す
と
こ
ろ
な
く
フ
ル
活
用
（
＝

森
林
資
源
の
フ
ル
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

森林資源のフル活用プロジェクト
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「
森
」の
京
丹
波

2
林
業
・
木
材
産
業
の
再
興
に
向
け
て

3

林業生産力の向上

町内産材の活用 林地残材の活用

中規模・大規模集材（森林）

林地残材 ダム流木

小規模集材
（里山）

林地残材

建材・内装材・家具に
積極利用

製材端材

木質バイオマスによる
地域熱供給システムの構築

木質ボイラー 木質ボイラー 木質ボイラー

熱導管

暖房

暖房・給湯

木質ボイラーの普及

新庁舎の暖房

農業ハウス

有機ブランド野菜 農業との連携

燃焼灰
（土壌改良材）

きのこ
菌床
↓
廃菌床
↓
敷料
↓
堆肥

薪ストーブ

循環
おが粉

薪
加工品
（パレット等）木質チップ



③製材品の加工（町内家具店等）

　

本
町
で
は
、
木
材
需
要
の
拡
大
、
特
用
林
産

物
の
振
興
な
ど
、
町
全
体
で
森
林
資
源
を
活
用

す
る
「
木
づ
か
い
文
化
」
の
醸
成
に
力
を
入
れ
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
木
の
よ
さ
、
木
の
ぬ
く
も

り
を
感
じ
、
木
を
使
う
環
境
を
作
る
取
組
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
か
ら
始
ま
っ
た
京
丹
波
ぬ
く
森
の

イ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業
で
は
、「
京
丹
波
町
に

生
ま
れ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
思

い
を
こ
め
て
、
京
丹
波
町
で
生
ま
れ
た
新
生

児
に
、
木
製
の
イ
ス
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま

す
。
町
内
産
ヒ
ノ
キ
を
使
い
、
森
林
組
合
、
製

材
所
、
家
具
店
な
ど
が
連
携
し
て
「
オ
ー
ル
京

丹
波
」
で
製
作
し
て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ス
に
は
、

木
の
ぬ
く
も
り
に
加
え
、
製
作
に
関
わ
っ
た
人

た
ち
の
心
の
温
か
さ
も
こ
め
ら
れ
て
お
り
、
受

京丹波ぬく森のイスプレゼント事業の流れ

林業・畜産業・農業の
連携による資源循環

〜新たなマテリアル利用の取組〜

②木材の製材・乾燥（町内製材所） ①原木の伐採（京丹波森林組合）

濃い茶色の傘に、大黒様
のおなかのように膨らん
だ白い軸の大黒本しめじ

シャキシャキとした不思
議な食感のハタケシメジ

※京のブランド産品：京野菜や他の農林水産物の中で優れた品
質が保証され、安心、安全と環境に配慮した生産方法に取り
組んでいるものを認証したもの。現在、府内で31品目（加
工品含む）が認証されている。

　平成13年に京丹波町、京丹波森林組合、民間企業
の出資により設立した瑞穂農林株式会社では、スギ
の間伐材を活用したおが粉を菌床にしてハタケシメ
ジやホンシメジを生産しています。ハタケシメジは
国内シェアの８割以上を占め、ホンシメジは「京丹
波大黒本しめじ」として京のブランド産品※に選ばれ、
認知度が上がっています。収穫を終えた廃菌床は養
豚用の敷料に使われ、使用済みの敷料は堆肥化され
た後、農地に還元されています。

京都トレーニングセンター

け
取
っ
た
方
か
ら
は
、「
角
が
な
く
、
肌
ざ
わ

り
が
よ
い
。」「
手
作
り
感
が
あ
り
、
置
い
て
い

る
だ
け
で
温
か
み
を
感
じ
る
。
何
よ
り
木
の
香

り
が
す
る
の
が
よ
い
。」
な
ど
、
大
変
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
事
業
を

通
じ
て
、
製
作
に
携
わ
っ
た
林
業
・
木
材
産
業

関
係
者
が
、
自
ら
の
仕
事
へ
の
や
り
が
い
や
誇

り
を
再
認
識
す
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
７
月
、
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト

の
競
技
力
向
上
及
び
健
康
体
力
維
持
増
進
の
拠

点
と
し
て
、
京
都
府
が
京
丹
波
町
内
に
整
備
し

た
京
都
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
構
造

材
や
内
外
装
材
に
町
内
産
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
が

約
８
０
０
㎥
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
本
施
設
は
、

府
内
最
大
の
木
造
公
共
建
築
物
と
な
っ
て
お
り
、

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
と
振
興
の
面
で
、
ま
た
、

木
材
利
用
を
積
極
的
に
進
め
る
町
の
シ
ン
ボ
ル

の
ひ
と
つ
と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

④仕上げ作業
　（町内ボランティア）
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3.1
町
内
産
材
の
活
用



完成・贈呈 ④仕上げ作業
　（町内ボランティア）

路網設計シミュレーション

　

本
町
で
は
、
持
続
可
能
な
森
林
管
理
を
通
じ

た
地
域
林
業
の
発
展
に
つ
な
が
る
仕
組
み
づ
く

り
を
目
的
に
、「
森
林
資
源
量
解
析
シ
ス
テ
ム
」

を
今
年
度
か
ら
活
用
し
て
い
ま
す
。
本
シ
ス
テ

ム
で
は
、
航
空
写
真
と
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
を

組
み
合
わ
せ
た
航
空
測
量
技
術
に
よ
り
、
樹
種
、

樹
高
、
材
積
な
ど
の
森
林
資
源
情
報
、
傾
斜
な

ど
の
地
形
情
報
、
林
道
な
ど
の
基
盤
情
報
を
森

林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
一
元
管
理
し
ま
す
。
ま
た
、
町
役

場
と
森
林
組
合
を
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

将来の林業を担う
若者が学ぶ林業大学校

結
び
、
森
林
資
源
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

森
林
組
合
の
職
員
は
「
森
林
の
状
況
を
正
確

に
伝
え
ら
れ
る
の
で
、
集
約
化
の
同
意
を
取
り

付
け
や
す
く
な
る
。
山
全
体
を
見
渡
せ
る
の
で
、

将
来
を
見
据
え
た
道
づ
く
り
も
可
能
だ
。
京
丹

波
町
の
豊
か
な
森
林
を
適
正
に
管
理
し
、
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
大

変
意
義
が
あ
る
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
本
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
な
が
ら
、
路

網
整
備
の
効
率
化
と
高
性
能
林
業
機
械
を
組
み

合
わ
せ
た
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
に
取
り
組

み
ま
す
。

森林の地形図

「日本海ウォーキング」新入生歓
迎行事。京丹波町から舞鶴港ま
で約50kmを歩く。

高性能林業機械作業システム
（車両系）の実習

伐木造材の実習

　平成24年に西日本で初となる
林業専門の「京都府立林業大学校」
が京丹波町で開校しました。
林業大学校では、
①	実践的な技術・知識を身につけ
て第一線で活躍できる人材

②	森林保全活動から野生鳥獣対策
まで幅広い地域活動を支える公
共人材

③	森林組合等林業事業体の経営力
の向上を支える人材

の育成を教育理念として、将来の林
業を担う若者が全国から集まり、即
戦力として活躍するのに必要な技
術や知識を修得しています。
　これまでの卒業生58名のうち
７人が町内で就職しており、積極
的に地域活動に参加するなど、地
域の担い手としても大いに貢献し
ています。
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3.2
林
業
生
産
力
の
向
上



　

林
地
残
材
を
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
活
用
す
る
た
め
、
平
成
23
年
度
に
町
内
の
宿

泊
施
設
に
小
型
の
薪
ボ
イ
ラ
ー
を
設
置
し
た
ほ

か
、
薪
ス
ト
ー
ブ
の
普
及
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
役
場
支
所
や
道
の
駅
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、

住
民
生
活
レ
ベ
ル
で
も
、
薪
ス
ト
ー
ブ
等
の
購

入
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
森
林
資
源
を
有
効
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
寄
与

し
、
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
と
地
域
活
性
化

を
図
る
た
め
、
平
成
28
年
度
に
中
規
模
の
木
質

　

大
規
模
な
製
材
工
場
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

の
建
設
が
全
国
各
地
で
進
ん
で
い
ま
す
が
、
京

丹
波
町
に
は
こ
う
し
た
大
型
施
設
は
あ
り
ま
せ

ん
。
京
丹
波
町
の
豊
か
な
森
林
資
源
を
次
世
代

に
引
き
継
ぐ
た
め
に
は
、
背
伸
び
せ
ず
に
身
の

丈
に
あ
っ
た
取
組
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

森のぶるぶ（５月５日開催）
明治9年に開校した京都府農牧学校の主任教員ジェー
ムス・オースチン・ウィード氏が開拓した「ウィード
の森」をフィールドにした「 森で遊ぶ・食べる・見る・
学ぶ」の体験プログラム

はるいろさくらまつり
（４月２〜３日開催）
わち山野草の森で行われた森とアー
トをコンセプトに行われたイベント

森の京都博
〜亀岡市・南丹市・京丹波町・福知山市・綾部市・京都市右京区京北で開催中〜

林
地
残
材
の
活
用

林
業
・
木
材
産
業
の
再
興
に
関
し
て
は
、
ま
だ

緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
す
が
、
町
民
、
事
業
者
、

行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
地
道
で
も
着
実
に
歩
み

を
進
め
る
「
京
丹
波
ス
タ
イ
ル
」
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　第40回全国育樹祭を中核イベントとして、「森の京都」エリアに位置する京都府中部の
６市町において、さまざまな交流型イベントが、春夏秋冬１年にわたり開催されています。
　京丹波町でも多彩な催しが行われており、近代農業教育発祥の地としての歴史をもつ
「ウィードの森」での森林体験プログラム、民俗芸能の和太鼓や浄瑠璃の公演、山村体験
などが行われています。
　10月10日（月）には、丹波広域基幹林道をフィー
ルドにした自然体験型ウォーキング「森の京都エク
スカーション」も開催されます。

チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
（
出
力
規
模
：
４
０
０
kW
程

度
、
年
間
町
内
産
材
使
用
量
：
約
４
７
０
ト
ン
）

を
導
入
し
、
熱
導
管
を
敷
設
し
て
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
及
び
保
育
所
の
暖
房
・
給
湯
の
熱
を

賄
う
地
域
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

木
材
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
よ
り
、
林
地
残

材
も
「
売
れ
る
商
品
」
と
な
り
、
収
入
増
が
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
森
林
所
有
者
の
施
業
意

欲
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
電
気
や
灯
油
な
ど
の

燃
料
代
が
町
外
に
流
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
町

内
産
材
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
町
内
の
経
済
循

環
が
図
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

地域熱供給システム配置図

児童福祉施設

町有地

特別養護老人ホーム

京都府京丹波町
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3.3

4
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に

保育所

道路下に温泉パイプ
を埋設（300m）

特別養護老人ホーム横
の町有地にボイラー室
を新設

300m


